
 
 

 
 

                                                       

                                                         

                                                         

今
回
、
事
例
調
査
と
し
て
現
地
視
察
に
訪

れ
た
東
浪
見
海
岸
は
、
海
岸
保
全
と
海
岸
利

用
が
、
効
率
的
に
共
存
し
て
い
た
事
例
で
し

た
。
海
岸
侵
食
を
抑
え
な
が
ら
、
海
岸
（海
域
）

の
充
実
し
た
利
用
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
地
曳
網
体
験
等
の
地
元
産

業
に
根
付
い
た
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
海
岸
整
備
の
事
例
は
、
茅
ヶ

崎
の
浜
辺
づ
く
り
に
大
変
参
考
に
な
り
、
整

備
構
想
の
一
助
と
な
り
ま
し
た
。 
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◇
東
浪
見
海
岸
の
現
地
視
察 

 

平
成
十
三
年
二
月
十
日
（土
）
、
茅

ヶ
崎
の
浜
辺
（中
海
岸
地
区
）づ
く
り

協
議
会
は
、
海
岸
保
全
施
設
整
備
の

事
例
調
査
と
し
て
、
千
葉
県
東
浪
見

海
岸
に
お
い
て
、
現
地
視
察
会
を
開

催
し
ま
し
た
。 

 

千
葉
県
東
浪
見
海
岸
は
、
当
協
議

会
委
員
で
あ
る
鈴
木
正
委
員
か
ら
ご

推
薦
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
協

議
会
メ
ン
バ
ー
か
ら
有
志
を
募
り
、

視
察
会
を
行
い
ま
し
た
。
協
議
会
委

員
の
半
数
近
く
の
参
加
者
が
集
ま

り
、
事
務
局
と
あ
わ
せ
、
大
勢
の
見

学
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

当
日
は
、
茅
ヶ
崎
市
の
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
を
お
借
り
し
、
茅
ヶ
崎
市
役
所

分
庁
舎
前
か
ら
出
発
し
ま
し
た
。
浮

島
Ｊ
か
ら
海
ほ
た
る
を
経
由
し
、
千

葉
県
東
浪
見
海
岸
に
到
着
し
ま
し

た
。
国
民
宿
舎
に
て
昼
食
を
と
り
、

午
後
か
ら
現
地
視
察
を
開
始
し
ま
し

た
。
視
察
終
了
後
、
同
ル
ー
ト
に
よ

り
茅
ヶ
崎
市
役
所
に
帰
り
ま
し
た
。 

（図
―
①
） 

東浪見海岸事例調査見学会 

平成 13 年 2 月 10 日（土） 

（9：00～18：00） 

１．市役所出発（9：00） 

（海ほたる経由） 

２．現地到着・昼食（12：00） 

３．視察開始（13：00） 

４．視察終了・休憩（15：00） 

（鈴木正委員のｻｰﾌショップにて） 

５．現地出発（15：30） 

（海ほたる経由） 

６．市役所到着・解散（18：00） 

◇
現
地
視
察
を
終
え
て 

図－① 東浪見海岸視察会ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

◇
東
浪
見
海
岸
の
現
況 

◇
視
察
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

昼
食
の
様
子
。
国

民
宿
舎
「
一
宮
荘
」

に
て
。 

 

東
浪
見
海
岸
を
歩
き
な
が
ら
、
現
地
視
察
を

行
い
ま
し
た
。
海
岸
は
、
侵
食
対
策
と
し
て
突

堤
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
浜
辺
に
は
、
以

前
に
設
置
さ
れ
た
直
立
護
岸
と
消
波
ブ
ロ
ッ
ク

が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
り

砂
浜
は
反
射
波
の
影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な

り
、
よ
り
侵
食
が
進
行
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

従
っ
て
、
背
後
に
直
立
護
岸
が
所
在
す
る
箇
所

の
砂
浜
は
狭
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
直立護岸 

直立護岸 

消波ブロック 
消波ブロック 

サーフィン  サーフィン 

離岸流発生箇所 

離岸流発生箇所  

保
全
施
設 

保
全
施
設 

保
全
施
設 

50ｍ程度 
海浜 

海浜 
反射波の影響により 

砂浜減少 反射波の影響により 

砂浜減少 

東
浪
見
海
岸
は
、
年
間
通
し
て
サ
ー
フ
ィ
ン
の
大
会

や
地
曳
網
な
ど
、
海
に
関
す
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
の
海

岸
侵
食
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
保

全
施
設
と
し
て
突
堤
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（図
―
②
〜
④
） 

 

図－② 一宮海岸付近の汀線変化 

（1970～1984 年） 

 

2000.1.28

図－③ 東浪見海岸におけるヘッドランドの様子 

図－④ 横断図 

図－⑤ 現地視察による東浪見海岸の施設配置 

現
在
の
汀
線
か
ら

五
十
ｍ
程
度
後
退
し

た
と
こ
ろ
に
消
波
ブ

ロ
ッ
ク
、
直
立
護
岸

が
あ
り
、
昔
の
汀
線

で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
直
立
護
岸

が
あ
る
部
分
は
反
射

波
の
影
響
で
砂
浜
が

侵
食
さ
れ
勾
配
が
急

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

砂
に
は
、
砂
鉄

が
多
く
含
ま
れ
て

お
り
、
砂
は
黒
く

見
え
ま
し
た
。
砂

浜
に
は
そ
れ
ほ
ど

ゴ
ミ
は
落
ち
て
い

な
く
、
貝
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。 

保
全
施
設
の
サ

イ
ド
と
天
端
の
様

子
。
保
全
施
設
の

堤
体
は
天
端
幅
が

六
ｍ
、
長
さ
が
お
お

よ
そ
百
ｍ
程
度
と

な
っ
て
お
り
両
サ

イ
ド
は
被
覆
ブ
ロ

ッ
ク
で
覆
わ
れ
て

い
ま
す
。
防
護
柵

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

   

突
堤
間
の
水
域

は
、
冬
場
の
た
め

人
は
少
な
い
が
、

サ
ー
フ
ァ
ー
が
波

乗
り
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
以
前

の
東

浪

見

海

岸

は
、
サ
ー
フ
ィ
ン

に
適
し
て
い
な
い

海
域
で
し
た
。
保

全
施
設
設
置
後
は

ス
テ
ッ
プ
位
置
が

変
化
し
、
サ
ー
フ

ィ
ン
に
都
合
が
よ

い
波
が
来
る
よ
う

に
な
り
、
活
発
に

利
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

 

東
浪
見
海
岸
は

ポ
ケ
ッ
ト
ビ
ー
チ

が
２
つ
あ
る
海
浜

形
状
に
な
っ
て
い

ま
す
。
１
つ
は
幅

が
広
い
た
め
、
中

央
部
分
に
離
岸
流

が
発
生
し
て
い
ま

し
た
。
離
岸
流
は

海
水
面
の
泡
や
色

に
よ
っ
て
、
発
生

し
て
い
る
箇
所
や

規
模
が
視
覚
で
確

認
で
き
ま
し
た
。 

 

平成１３年 

3 月 3 日 

 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◇
こ
れ
ま
で
の
協
議
◇ 

              
 
 

                                          

                                                         

                                                        

 

◇
委
員
投
票
結
果 

 

委
員
投
票
の
回
収
率
は
７
割
で
あ
り
、
集
計
結
果
は
図

―
⑧
に
示
す
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。 

 

Ａ:

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
案 

既
設
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
の
実
例
か
ら
か
、
保
全
効
果
・建
設

費
用
に
つ
い
て
は
高
い
評
価
を
得
え
て
い
ま
す
が
、
景

観
面
や
水
域
利
用
・安
全
面
に
お
い
て
は
低
い
評
価
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

Ｂ:

レ
ン
ズ
礁
案 

 

建
設
費
用
を
除
く
全
て
の
項
目
に
お
い
て
、
４
案
中
最

高
の
評
価
を
得
て
い
ま
す
。 

平成１３年 

3 月 3 日 
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茅
ヶ
崎
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ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
の
柱
・
杭
や
石
な
ど

に
貝
殻
を
埋
込
ん
だ
り
、
関
心
を
沸
き
立

た
せ
る
様
な
、
親
子
で
訪
れ
る
様
な
自
然

環
境
と
触
れ
合
え
る
環
境
に
し
た
い
。 

 

海
岸
の
防
災
機
能
を
重
視
し
た
上
で
、

市
民
が
海
に
親
し
め
る
様
な
空
間
を
創

っ
て
欲
し
い
。 

 

野
球
場
の
前
面
に
当
る
海
岸
中
央
部
で

は
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
が
な
い
の
で
海
岸

線
に
沿
っ
て
設
置
し
て
欲
し
い
。 

 

緊
急
時
に
連
絡
・対
応
で
き
る
様
な
緊

急
電
話
を
設
け
た
方
が
良
い
。 

 

夏
は
涼
し
く
、
冬
は
日
差
し
が
入
る
様

な
も
の
が
欲
し
い
。 

 

フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
様
な
低
い
照
明
が
ヘ

ッ
ド
ラ
ン
ド
か
ら
茅
ヶ
崎
漁
港
ま
で
淡

く
続
い
て
い
る
と
い
う
の
も
良
い
の
で

は
な
い
か
。 

 

百
円
で
数
分
間
点
灯
す
る
よ
う
な
ラ
イ

ト
で
も
良
い
と
思
う
。 

 

景
観
の
他
に
、
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

（
音
景
）
に
よ
っ
て
、
海
ら
し
さ
・
情
緒
を

向
上
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 
 

  

御
多
忙
の
中
、
ご
出
席

い
た
だ
き
、
協
議
資
料
に

対
し
て
活
発
な
協
議
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
委
員
長
・
委
員
各
員
、

ま
た
関
係
諸
氏
に
こ
の

場
を
借
り
て
御
礼
申
し

上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
事
務
局
の
不

手
際
に
よ
り
本
来
な
ら

ば
毎
回
作
成
す
る
会
報

を
今
回
お
配
し
た
事
を

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 

昨
年
度
九
月
三
十
日
よ
り
、
月
一
回
ペ

ー
ス
で
開
催
さ
れ
た
「
茅
ヶ
崎
の
浜
辺

（中
海
岸
地
区
）
づ
く
り
協
議
会
」
が
、
こ

の
二
月
二
十
四
日
に
最
終
回
を
迎
え
ま

し
た
。 

 

同
会
は
神
奈
川
県
な
ぎ
さ
事
務
所
が

住
民
の
意
向
を
把
握
し
よ
う
と
昨
年
度

運
営
し
た
「茅
ヶ
崎
の
浜
辺
（中
海
岸
地

区
）
づ
く
り
懇
話
会
」
の
活
動
を
受
け
継

ぐ
形
で
、
中
海
岸
の
侵
食
対
策
に
つ
い

 

 

中
海
岸
の
現
地
状
況
や
、
横
浜
市
・千
葉
県
の
事
例
視

察
と
協
議
資
料
を
基
と
し
て
毎
回
協
議
を
行
っ
て
き
た

同
会
で
は
、
中
海
岸
の
侵
食
対
策
に
つ
い
て
意
見
交
換

が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
流
域
管
理
等
の

事
業
の
枠
組
み
を
超
え
た
整
備
・
管
理
体
制
を
望
む
声

も
あ
り
、
協
議
の
内
容
は
広
範
に
わ
た
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
前
回
（一
月
二
十
日 

第
５
回
）
に
は
、
４
つ
の
海

岸
保
全
施
設
整
備
案
に
つ
い
て
委
員
へ
の
投
票
用
紙
が

配
布
さ
れ
、
保
全
機
能
・利
用
面
・安
全
面
・
景
観
面
・
維

持
管
理
面
・
誘
発
効
果
等
の
多
様
な
評
価
項
目
に
対
し

て
の
各
員
の
採
点
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（図
―
⑦
） 

第６回協議会 

平成 13 年 2 月 24 日 

（13：30～16：00） 

１．開会 

２．委員長挨拶 

３．資料説明 

４．意見交換 

５．協議総括 

６．御礼の言葉 

７．閉会 

 

図－⑥協議ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

特
に
景
観
面
・陸
域
利
用
・誘
発
効
果
に
つ
い
て
、
群

を
抜
い
た
評
価
を
得
て
い
ま
す
。 

 

Ｃ:

離
岸
堤
・人
工
リ
ー
フ
案 

 

保
全
効
果
は
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
と
同
等
の
評
価
を
得
て

い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
利
用
面
や
景
観
面
で
は
高
い
評

価
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

Ｄ:

サ
ン
ド
バ
イ
パ
ス
案 

 

海
域
に
構
造
物
を
設
置
し
な
い
こ
と
か
ら
、
水
域
利

用
と
安
全
面
に
お
い
て
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
一

方
、
維
持
費
用
が
必
要
で
あ
る
か
こ
と
か
ら
、
維
持
管

理
面
で
の
評
価
は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

図―⑦委員アンケート投票用紙 

○第 5 回資料中の海岸保全施設方針（案）について、最も好ましいと

思われる案に対して、1 名の持ち点を、各案につき最大 10 点として

以下の記入欄に記入して下さい。 

案 
Ａ 

ﾍｯﾄﾞﾗﾝﾄﾞ 

Ｂ 

レンズ礁 

Ｃ 

ﾘｰﾌ・離岸堤 

Ｄ 

ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽ 

陸域の利用

について 
点 点 点 点 

水域の利用

について 
点 点 点 点 

安全面につ

いて 
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◇
海
岸
保
全
施
設
案
に
対
す
る
協
議
総
括 

 

投
票
結
果
や
こ
れ
ま
で
の
協
議
を
踏
ま
え
た
結
果
か

ら
、
茅
ヶ
崎
の
浜
辺
（中
海
岸
地
区
）
づ
く
り
協
議
会
の

総
意
と
し
て
、 

①

 

中
海
岸
を
侵
食
か
ら
防
護
す
る 

②

 

安
全
で
快
適
な
利
用
が
可
能
で
あ
る 

③

 

環
境
に
や
さ
し
い 

④

 

茅
ヶ
崎
ら
し
い
景
観
を
創
出
す
る 

⑤

 

海
に
向
か
っ
て
緩
勾
配
で
な
だ
ら
か
に
広
が
る 

 

①
〜
⑤
を
満
た
す
構
造
物
と
し
て
レ
ン
ズ
礁
を
推
薦

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

具
体
的
な
形
状
（水
面
上
に
露
出
す
る
・水
没
す
る
）
や

規
模
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
技
術
的
な
検
討
を
行
っ

た
上
で
決
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

 

◇
海
岸
利
用
の
側
面 

 

今
回
は
最
終
回
と
な
る
協
議
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
海

岸
の
利
用
の
側
面
に
お
け
る
意
見
交
換
も
活
発
に
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 
  

簡
易
宿
泊
施
設
・研
修
施
設
の
様
な
海
を
利
用
で
き
る

施
設
が
海
岸
の
近
く
に
欲
し
い
。 

 

モ
ア
イ
像
の
様
に
、
“
叫
ぶ
”
人
の
像
を
海
岸
に
並
べ

「海
に
叫
ぶ
」公
園
・場
所
を
設
け
、
声
を
発
す
る
事
で
海

と
触
れ
合
う
機
会
を
創
り
た
い
。 

 

木
を
植
え
て
、
木
陰
を
作
り
、
安
ら
げ
る
場
を
創
出
し

 

〜
〜 

編
集
後
記 

〜
〜 

 

昨
年
度
の
「
茅
ヶ
崎
の
浜
辺
（
中
海
岸
地

区
）
づ
く
り
懇
話
会
」
の
活
動
成
果
を
受

け
、
中
海
岸
の
侵
食
対
策
と
整
備
イ
メ
ー

ジ
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
き
た
こ
の
協

議
会
も
、
今
回
無
事
に
最
終
回
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

計
６
回
の
協
議
と
３
回
の
現
地
や
事
例
の 

視
察
を
経
て
、
侵
食
対
策
の
整
備
イ
メ
ー

ジ
に
つ
い
て
の
意
見
集
約
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真―協議会委員と事務局の面々 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

浜
風

 
通

信
 
第

７
号

 
 
平

成
1
3

年
3

月
3

日
（
土

曜
日

）
 


